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チャイルドシートアセスメント

大切な家族だから
チャイルドシートは
　　と　　で

選びましょう。

大切な家族だから
は

　　と　　で信頼信頼安全安全

市販されているチャイルドシートの安全性について様々な試験による評価を行い、その結果を「チャイルドシートアセスメント」として公表しています。

安心なチャイルドシートを選ぶには
今すぐアクセス!!
http://www.nasva.go.jp/mamoru/
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特集

　国土交通省の業務は、インフラの総合的な整備から交通政策、観光や気象など非常に多岐にわたり、人々の
生活に密着し暮らしを支えることはもちろん、さまざまな安全を守る保安業務もあります。保安業務の最大の
目的は、国民の生命・財産を守ることです。そのため、現場では常に専門的な知識と高い技能が求められること
から、国土交通省では保安に携わる職員を養成する専門教育機関を設置しています。安全の要となるのはや
はり「人」。近年、国民の安全を守る取り組みが重視される中、これらを支える職員の養成は重要な使命です。
　今回の特集では、航空交通の安全を守る航空保安職員を育てる「航空保安大学校」、海の警察官・消防士とも
いえる海上保安官を育てる「海上保安学校」にスポットをあてます。国家公務員として採用されると同時に入学
し、保安業務に必要な知識を徹底的に学ぶ職員の姿とともに紹介します。
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「マンホールに刻まれたつくば市の歴史」

小西 菜月　　　　　　　　　　　　　

「立体地図で知ろう！　郡上八幡の土砂災害危険箇所」

志津野 礼奈  　　　　　　　　　　　

第20回全国児童生徒地図優秀作品展

　国土地理院「地図と測量の科学館」では、1月7日（土）から2月19日
（日）まで「第20回全国児童生徒地図優秀作品展」を開催しています。
　この作品展は、平成9年より毎年開催し今回で20回目となります。全
国各地で開催された児童生徒地図作品展から推薦された優秀作品
106作品を一堂に集めて展示しています。どの作品も、児童生徒たちの
興味や関心事が地図上に見事に表現されています。
　また、推薦された優秀作品の中から特に優れた作品に対して、国土交
通大臣賞と文部科学大臣賞を授与しており、今回は次の2作品が選ば
れました。

2017年2月19日（日）まで開催！

こ  に  し　 な  つ  き

［つくば市立竹園西小学校５年（茨城県）］

し    づ    の　   れ  い  な

［郡上市立三城小学校６年（岐阜県）］　

文
部
科
学
大
臣
賞

国
土
交
通
大
臣
賞

　　　　　　  　地図と測量の科学館
住所 茨城県つくば市北郷１番　　　電話 029-864-1872
開館時間 午前9時30分～午後4時30分
休館日 毎週月曜日（祝日の場合は順次翌日）
 ※臨時に休館する場合がありますので、事前にご確認ください
入館料 無料　　　URL　http://www.gsi.go.jp/MUSEUM/
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的
な
航
空
機
の
管
制
を
習
得
し
ま
す
。
機
体
を
目
視

し
て
か
ら
空
港
到
着
ま
で
は
わ
ず
か
２
分
間
。そ
の
間

に
最
適
な
指
示
を
行
う
べ
く
、チ
ー
ム
の
連
携
力
に
加

え
、
個
人
の
迅
速
か
つ
的
確
な
判
断
が
試
さ
れ
ま
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
レ
ー
ダ
ー
管
制
業
務
実
習

▼
航
空
管
制
官
基
礎
研
修
課
程

着
陸
し
よ
う
と
し
て
い
る
航
空
機
に
つ
い
て
レ
ー

ダ
ー
で
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
到
着
機
同
士
の
管

制
間
隔
を
設
定
し
、空
港
へ
の
進
入
許
可
を
す
る
ま
で

の
行
程
、さ
ら
に
離
陸

し
た
航
空
機
を
レ
ー

ダ
ー
で
位
置
を
確
認

し
、
航
空
交
通
管
制

部
へ
移
管
す
る
ま
で

の
行
程
を
実
習
し
ま

す
。実
際
の
業
務
で
は

管
制
塔
と
レ
ー
ダ
ー

室
の
管
制
官
同
士
の

連
携
が
重
要
な
カ
ギ

階
に
も
各
科
の
学
生
が
混
在
す
る
よ
う
な
部
屋
割
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
２
階
と
14
階
に
は
広
々

と
し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
勉
強

会
や
予
習・復
習
の
み
な
ら
ず
、
食
事
会
な
ど
の
交
流

の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、業
務
に
不
可
欠
な
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
育
む
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
卒
業
後
は
各
地
の
空
港
事
務
所
や
航
空
交

通
管
制
部
な
ど
の
航
空
官
署
へ
配
属
さ
れ
ま
す
が
、同

じ
空
間
で
研
修
と
生
活
を
共
に
し
た
経
験
が
連
携
力

を
育
み
、
各
現
場
で
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

航
空
保
安
大
学
校
で
は
、
航
空
保
安
業
務
に
欠
か

せ
な
い
基
礎
知
識
・
学
力
の
研
修
と
基
礎
的
な
技
術
・

技
能
の
習
得
を
目
的
と
す
る「
基
礎
研
修
課
程
」の
実

施
を
担
い
ま
す
。
そ
の
後
、各
官
署
で
現
場
に
お
け
る

専
門
研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
経
て
、さ
ら
に
専
門
的
な
業
務

に
従
事
す
る
際
に
は
、必
要
に
応
じ
て
仙
台
空
港
に
隣

接
す
る
航
空
保
安
大
学
校
岩
沼
研
修
セ
ン
タ
ー
で
研

修
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
基
礎
研
修
課
程
の
実
習
に

つ
い
て
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

飛行場シミュレーターが
新しくなりました

平成28年12月に、飛行場シミュレー
ター設備は視野360度×１セットから、視野
210度×4セットに入れ替えました。視野は
縮小されるものの、数を増やすことで同時
に実習できる人数を大幅に増やすことが可
能に。この導入により研修の効率化もさら
に図られ、航空管制官基礎研修課程の期間
短縮が実現しました。

飛
行
場
管
制
業
務
実
習

▼
航
空
管
制
官
基
礎
研
修
課
程

管
制
塔
か
ら
の
バ
ー
チ
ャ
ル
映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
し
、
架
空
の
空
港
に
見
立
て
飛
行
場
管
制

業
務
を
実
習
し
ま
す
。
架
空
と
は
い
え
、
空
港
の
状

況
を
リ
ア
ル
に
再
現
し
て
い
ま
す
。実
際
の
業
務
と
同

様
に
４
人
一
組
で
、シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
室
外
側
の
部
屋

に
配
置
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ッ

ト
役
の
研
修
生
と
通
信
し

な
が
ら
、
安
全
か
つ
効
率

関西国際空港を望む14階のミーティング
ルーム。予習・復習ができるようホワイトボー
ドや実習で使う運航票（運航情報のやりとりに
使うメモ）なども用意されている。

各階に設けられている共用ルームは、毎日の
研修で忙しい寮生たちの憩いの空間。ミニ
キッチンも併設されている。

寮は個室。ユニットバスもついているので、
キッチンはないもののワンルームマンション
と同じような部屋。

◦ 充実した学生寮 ◦

新飛行場シミュレーター。解像度が４Kに匹敵するモ
ニター画像も導入され、機能も格段に上がった。

実習前後にはブリーフィングを行う

レーダー管制実習では研修生と教官の1対1で
実習

特集

4

ダ
ー
な
ど
の
運
用
・
保
守
・
整
備
を
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
現
場
で
は
高
い
専
門
知
識
と
技
能
が
求

め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く「
一
度
も
同
じ
状
況
は
な
い
」

と
評
さ
れ
る
環
境
下
で
、迅
速
か
つ
冷
静
な
判
断
を
迫

ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
は
特
に
訪

日
外
国
人
の
増
加
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ（
格
安
航
空
会
社
）増
便

な
ど
の
影
響
で
航
空
交
通
量
が
増
え
て
お
り
、業
務
の

重
要
性
・
困
難
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
優

秀
な
人
材
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
航
空
保
安
業
務

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
す

る
、
日
本
唯
一
の
専
門
機
関

が「
航
空
保
安
大
学
校
」で
す
。

管
制
運
航
情
報
官
・
管
制
通

信
官
を
養
成
す
る「
航
空
情
報

科
」と
、
管
制
技
術
官
を
養
成

す
る「
航
空
電
子
科
」は
２
年

間
の
研
修
を
経
て
全
国
の
航

空
官
署
へ
。管
制
官
を
養
成
す

る「
航
空
管
制
官
基
礎
研
修
課

程
」は
、
昨
今
の
旺
盛
な
航
空

需
要
に
対
応
し
、管
制
官
の
養

成
強
化
と
採
用
拡
大
を
図
る

た
め
、
平
成
28
年
12
月

入
学
よ
り
従
来
の
１
年

間
か
ら
８
カ
月
間
へ
短

縮
さ
れ
、
年
３
回
の
採

用
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
科
・
全
期
を
通
し

て
約
２
０
０
名
が
在
籍

し
て
お
り
、
近
年
は
女

性
の
希
望
者
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
特
に
航
空

情
報
科
は
期
に
よ
っ
て

は
過
半
数
を
占
め
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
航
空
管
制
官
基
礎
研
修
課
程

に
は
、
社
会
人
経
験
の
あ
る
人
も
多
数
入
学
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
励
ん
で
い
ま
す
。

航
空
保
安
大
学
校
は
、
平
成
20
年
４
月
に
東
京
の

羽
田
整
備
場
地
区
か
ら
、
対
岸
４
㎞
先
に
関
西
国
際

空
港
を
望
む
大
阪
府
泉
佐
野
市
の
り
ん
く
う
タ
ウ
ン

に
移
転
し
ま
し
た
。
航
空
機
の
離
着
陸
が
終
日
眺
め

放
題
と
い
う
、
飛
行
機
好
き
に
と
っ
て
最
高
な
そ
の
立

地
に
は
、
14
階
建
て
の
学
生
寮
も
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
員
入
寮
が
原
則
※
と
な
っ
て
お
り
、
３
～
13
階

の
各
フ
ロ
ア
に
は
バ
ス
・
ト
イ
レ
付
き
の
一
人
部
屋
20

室
と
キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
完
備
。
ど
の

日
本
の
空
を
飛
び
交
う
多
く
の
航
空
機
。そ
の
安
全

は
航
空
保
安
業
務
を
担
う
職
員
た
ち
の
連
携
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
各
職
務
に
つ
い
て

簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

●
航
空
管
制
官

空
港
の
管
制
塔
な
ど
か
ら
航
空
機
に
指
示
を
出
し
、

間
隔
を
設
定
し
離
着
陸
の
順
番
を
決
め
る
な
ど
、
航

空
交
通
の
整
理
を
行
い
ま
す
。
安
全
を
守
る
と
同
時

に
、
運
航
の
効
率
化
に
も
務
め
ま
す
。

●
航
空
管
制
運
航
情
報
官
・

　
航
空
管
制
通
信
官

航
空
機
の
出
発
・
目
的
空
港
や
飛
行
経
路

な
ど
を
示
し
た
飛
行
計
画
を
審
査
・
受
理
し
、

安
全
運
航
に
必
要
な
情
報
を
収
集
し
運
航
者

に
提
供
し
ま
す
。
落
下
物
の
有
無
な
ど
滑
走

路
や
誘
導
路
の
安
全
確
認
も
重
要
な
任
務
で

す
。
洋
上
を
飛
行
す
る
航
空
機
に
管
制
通
報

の
伝
達
や
必
要
な
情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

●
航
空
管
制
技
術
官

航
空
機
の
離
着
陸
や
航
路
を
見
守
る
た
め

の
管
制
施
設
、
航
空
保
安
無
線
施
設
、
レ
ー

※航空管制官基礎研修課程の研修生は自宅からの通勤も可。

航空管制運航情報官
航空管制通信官 航空管制技術官 航空管制官

航空保安大学校学生採用試験 航空管制官採用試験
（高卒程度） （大卒程度）

航空保安大学校

航空情報科 航空電子科 航空管制官
基礎研修課程

研修期間
2年

研修期間
2年

研修期間
8カ月

Aeronautical Safety College
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小
さ
い
頃
か
ら
航
空
業
界
の
仕
事
に
就
く
こ

と
が
夢
で
し
た
が
、「
自
分
に
向
い
て
い
る
」と
強

く
確
信
し
た
の
は
、
高
校
生
の
時
に
担
任
の
先

生
か
ら
航
空
保
安
大
学
校
を
紹
介
さ
れ
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た
時
で
す
。
学
校
で

は
２
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
の
知
識
や
技
能
を
習
得
し
ま
す
が
、
そ
の
他

に
得
ら
れ
た
大
切
な
こ
と
は
、他
科
の
仲
間
た
ち

と
寮
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
培
っ
た
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
力
で
す
。
同
期
は
今
で
も
困
っ
た
時
な
ど

相
談
し
あ
え
る
大
切
な
存
在
で
す
。
ま
た
、教
官

方
か
ら
の
厳
し
く
も
温
か
い
指
導
の
も
と
、国
家

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、学

生
で
あ
り
な
が
ら
職
員
と
し
て
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
ま
す
。

学
校
で
は
模
擬
演
習
の
日
々
で
し
た
が
、
現

場
で
は
生
き
た
管
制
シ
ス
テ
ム
を
取
り
扱
う

待
っ
た
な
し
の
実
戦
で
す
。
管
制
技
術
官
と
し

て
、
航
空
保
安
無
線
施
設
や
管
制
情
報
処
理
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
安
定
し
て
運
用
で
き
る
よ
う
維

持
管
理
の
業
務
を
行
う
中
、
と
て
も
責
任
感
や

判
断
力
を
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
あ
る
と
実
感
す

る
と
と
も
に
、航
空
の
安
全
を
支
え
て
い
る
達
成

感
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
管
制
技
術
官
は
、
飛
行
検
査
官
※
と
い

う
業
務
に
就
く
こ
と
も
で
き
る
た
め
、現
場
で
の

経
験
や
実
績
を
一
層
積
ん
で
、
飛
行
検
査
官
と

し
て
も
業
務
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

管
制
技
術
官
は
高
い
ス
キ
ル
を
求
め
ら
れ
る

プ
ロ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
り
、や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
。
ぜ
ひ
、航
空
管
制
技
術
官
と
し
て
、そ
し

て
航
空
保
安
職
員
と
し
て
共
に
働
き
ま
し
ょ
う
。

星野 蘭斗（岐阜県出身）

※
飛
行
検
査
機
に
搭
乗
し
空
間
に
発
射
さ
れ
た
電
波
を
チ
ェッ

ク
す
る
業
務
を
担
う
。

航空管制官基礎研修課程
柏原 大樹

（東京都出身）

航空情報科２年
吉永 かなえ
（熊本県出身）

航空電子科２年
西澤 涼太

（大阪府出身）

大
学
卒
業
後
に
市
役
所
に
勤
め

た
も
の
の
、
管
制
官
を
紹
介
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
見
て「
飛
行

機
に
関
す
る
仕
事
が
し
た
い
」と
い

う
思
い
が
再
燃
し
現
在
に
至
り
ま

す
。
自
分
の
指
示
で
飛
行
機
が
動
く

の
は
、
重
責
と
は
い
え
う
れ
し
い
も

の
で
す
。

研
修
で
は
刻
一
刻
と
変
化
す
る

状
況
下
で
、
安
全
へ
の
緊
張
感
と
運

航
効
率
化
へ
の
挑
戦
心
と
を
両
立
さ

せ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、
現
役
管
制
官
で
も
あ
る
教
官

か
ら
の
知
見
や
示
唆
は
大
き
な
財

産
で
す
。
教
え
を
胸
に
、
早
く
現
場

で
飛
行
機
を
動
か
し
た
い
で
す
。

大
好
き
な
飛

行
機
に
関
す
る

職
種
を
調
べ
る

う
ち
、
運
航
に

関
わ
る
管
制
運

航
情
報
官
の
仕

事
を
知
っ
た
の
が
入
学
し
た
き
っ
か

け
で
す
。
実
習
が
多
く
、
仕
事
の
重

み
や
難
し
さ
を
実
感
で
き
る
の
が
大

き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。
逆
に
実
習
を
経
て
、
座
学
の
大

切
さ
も
実
感
中
で
す
。

目
下
の
課
題
は
的
確
に
情
報
を

伝
え
つ
つ
、
相
手
に
気
持
ち
よ
く
仕

事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
。
寮
の
共
有

ス
ペ
ー
ス
で
同
僚
と
の
読
み
合
わ
せ

を
日
課
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か

ら
見
え
る
飛
行
機
の
離
着
陸
の
様

子
を
眺
め
る
と
、
よ
り
志
気
が
高
ま

り
ま
す
。

飛
行
機
と
空
港
に
関
わ
る
仕
事

へ
の
憧
れ
が
捨
て
ら
れ
ず
、
他
大
学

を
１
年
で
退
学
し
て
入
学
し
ま
し

た
。
理
系
科
目
が
得
意
な
の
で
航

空
電
子
科
を
選
び
ま
し
た
が
、
学

校
で
の
研
修
は
理
論
だ
け
で
な
く

実
際
の
業
務
を
彷
彿
と
さ
せ
る
実

践
的
な
内
容
で
大
変
興
味
深
い
で

す
。
特
に
チ
ー
ム
で
関
西
国
際
空
港

の
レ
ー
ダ
ー
を
調
査
し
て
プ
レ
ゼ
ン

し
た
こ
と
は
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

今
後
も
技
術
や
技
能
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
う
し
た
連
携
力
や
苦
手
な

英
語
を
磨
い
て
、

仕
事
で
関
わ
る

管
制
官
に
頼
ら

れ
る
よ
う
な
管

制
技
術
官
を
目

指
し
ま
す
。

特集

次回オープンキャンパス　平成29年3月18日（土）開催 6

空
機
に
対
し
て
、
空
港
の
気

象
情
報
や
交
通
情
報
な
ど

を
提
供
し
て
運
航
を
援
助

す
る
業
務
の
実
習
を
行
い

ま
す
。
管
制
官
が
配
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、
管
制
運
航
情
報

官
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場

合
に
実
施
す
る
業
務
と
な

り
ま
す
。
実
習
で
は
南
紀
白
浜
空
港
を
想
定
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

着
陸
シ
ス
テ
ム
専
門
実
習

▼
航
空
電
子
科

航
空
機
の
着
陸
時
に
必
要

な
誘
導
電
波
を
地
上
か
ら

発
信
す
る
着
陸
シ
ス
テ
ム
の

操
作
・
点
検
方
法
を
学
び
ま

す
。
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ア
ナ
ラ

イ
ザ
ー
な
ど
の
測
定
器
を
用

い
て
正
常
な
電
波
が
出
て
い

る
か
電
波
の
質
の
確
認
方
法

な
ど
に
つ
い
て
実
習
を
行
い

ま
す
。監

視
シ
ス
テ
ム
専
門
実
習

▼
航
空
電
子
科

管
制
官
が
航
空
機
の
位
置
や
情
報
を
把
握
す
る
た

め
に
使
用
す
る
監
視
シ
ス
テ
ム
の

操
作・点
検
方
法
を
学
び
ま
す
。
空

港
監
視
レ
ー
ダ
ー
の
ア
ン
テ
ナ（
写

真
模
型
）な
ど
、
実
際
に
現
場
で
使

星野 蘭斗（岐阜県出身）
平成26年4月：航空電子科入
学。28年4月大阪航空局那
覇空港事務所に配属。11月
に航空管制技術官発令。

を
握
り
ま
す
。

実
習
で
は
教
官
に
よ
る
指
導
密
度
が
高
ま
り
、
実

習
前
後
の
説
明
と
振
り
返
り
で
は
厳
し
い
指
摘
が
飛

び
ま
す
。指
導
に
あ
た
る
の
は
豊
富
な
現
場
経
験
を
持

つ
教
官
。最
新
の
事
例
や
現
場
に
お
け
る
実
際
の
解
決

策
な
ど
、
臨
場
感
溢
れ
る
指
導
に
真
剣
な
表
情
で
耳

を
傾
け
る
研
修
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

運
航
援
助
情
報
業
務
実
習

▼
航
空
情
報
科

航
空
機
の
安
全
な
運
航
を

支
援
す
る
た
め
の
運
航
援
助

情
報
業
務
の
実
習
を
行
い
ま
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
役
か
ら
書
面
ま
た

は
電
話
で
提
出
さ
れ
る
飛
行
計

画
を
審
査
・
受
理
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
さ
れ
た
航
空
交
通
情
報

シ
ス
テ
ム
を
想
定
し
た
運
航
情

報
端
末
に
よ
り
目
的
空
港
な
ど

関
係
先
へ
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、

安
全
に
計
画
通
り
に
運
航
し
て

い
る
か
を
監
視
し
、
緊
急
着
陸

を
要
請
さ
れ
た
場
合
な
ど
緊
急

時
対
応
の
演
習
や
、
到
着
予
定

時
刻
を
一
定
時
間
以
上
過
ぎ
て
も
到
着
し
な
い
な
ど

の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
捜
索
救
難
に
必
要

な
調
整
・
情
報
収
集
な
ど
の
演
習
も
行
い
ま
す
。

飛
行
場
対
空
援
助
業
務
実
習

▼
航
空
情
報
科

離
着
陸
す
る
航
空
機
や
空
港
周
辺
を
飛
行
す
る
航

わ
れ
て
い
る
機
器

か
ら
送
信
さ
れ
る

電
波（
信
号
）を
想

定
し
、
航
空
機
ま
で

の
距
離
や
方
位
、
識

別
信
号
や
飛
行
高

度
な
ど
の
情
報
を
受
け
取
っ
た
上
で
、
管
制
官
へ
伝
え

る
航
空
機
情
報
の
確
認
方
法
な
ど
に
つ
い
て
実
習
を

行
い
ま
す
。

専
門
的
な
技
術
の
研
修
・
実
習
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
が
、
こ
の
他
に
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
英
語
力

と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
で
す
。航
空
機
と
の
通

信
は
英
語
が
基
本
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、最
新
技
術
や

事
例
な
ど
の
情
報
入
手
も
英
語
に
よ
る
こ
と
が
多
い

た
め
で
す
。
さ
ら
に
、職
員
同
士
や
関
係
者
と
協
力
し

な
が
ら
の
業
務
遂
行
が
多
い
こ
と
か
ら
、迅
速
か
つ
的

確
に
情
報
を
伝
え
つ
つ
、
気
持
ち
よ
く
連
携
し
合
え
る

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

卒業生
インタビュー

Aeronautical Safety College



食
事
や
入
浴
な
ど
の
時
間
も
決

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
厳
し
い

も
の
。
自
習
や
課
外
活
動
、
外

出
な
ど
の
時
間
も
認
め
ら
れ
て

は
い
ま
す
が
、
規
律
正
し
い
集

団
生
活
を
送
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
海
上
で

の
船
と
い
う
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
で
業
務
遂
行
を
想
定
し
た
も

の
で
あ
り
、
全
て
を
自
力
で
賄

う
生
活
力
を
身
に
付
け
る
と
と

も
に
、
チ
ー
ム
で
行
動
す
る
連

帯
意
識
や
任
務
に
対
す
る
責
任

感
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
将
来
の
業
務
別
に
４

課
程
が
設
け
ら
れ
、情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
は

２
年
間
、
他
課
程
は
１
年
間
で
す
。
全
課

程
共
通
科
目
と
し
て
法
学
一
般
や
国
際
法
、

英
語
、
小
型
船
舶
操
縦
な
ど
が
あ
り
、
加

え
て
各
課
程
の
専
門
科
目
を
習
得
し
ま
す
。

在
学
中
に
一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
の
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
他
、
五
級
海

技
士（
筆
記
）、
船
舶
料
理
士
、
航
空
無
線

通
信
士
、
第
三
級
海
上
無
線
通
信
士
、
国

際
水
路
測
量
技
術
者
資
格
基
準
Ｂ
級
な
ど
、

各
課
程・コ
ー
ス
別
に
応
じ
て
業
務
に
必
要

寮室内における自習中の様子。奥は2段
ベッドの並んだ寝室。

　  

※ 

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
か
ら
5
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者
が
入
学
対
象
。

季節ごとにさまざまな訓練があります。春には約43km を完歩する「春
季行軍」、夏には約5.6km を泳ぎきる「遠泳訓練」、冬には日の出前から
長距離を走ったり、裸足でカッターを操船する「早朝訓練」なども行いま
す。いずれもチームで行い、過酷な場でも協力し合う重要性を学びます。

春季行軍・遠泳訓練・早朝訓練など

遠泳訓練早朝訓練

甲板作業などで必要となるロープの
結び方の実習。15種各15秒で正確に
結べなければいけません。しっかりと
結ばれているか教官が厳しくチェック。

運用実習
▶船舶運航システム課程

航海に欠かせない水深などの情報を、海図として
作成するための編集技術を学びます。

海図編集
▶海洋科学課程

船舶の航海で利用する電子海図情報表示装置の
取り扱いなどを学びます。

 ECDIS
▶船舶運航システム課程・航海コース

カッターと呼ばれる手漕ぎのボートを重いオール
でこぎます。

端艇（たんてい）

▶全課程

海上保安庁の情報
通信に必要な理論
を学びます。

無線設備
▶情報システム課程

朝の体操で1日の集団生活が始まる。

9

「指紋の採取」「証拠の的確な写真撮影」「犯人
等の制圧」など、海上保安官として必要な知識・
技術を習得します。

指紋・写真・制圧
▶海洋科学課程以外

特集

8

海
上
で
の
治
安
維
持
や
領
海
警
備
、人
命
救
助
、環

境
保
全
、災
害
対
応
、海
上
交
通
の
安
全
確
保
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
を
担
う
海
上
保
安
庁
。
海
上
の
警
察

で
あ
り
、
消
防
で
も
あ
る
海
上
保
安
庁
の
職
員
は
、
ま

さ
に「
海
の
何
で
も
屋
」と
し
て
海
上
の
安
全
を
守
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
海
上
保
安
官
を
養
成
す
る
教
育
機
関

が
京
都
府
舞
鶴
市
に
あ
る
海
上
保
安
学
校
で
す
。
同

校
卒
業
生
は
全
海
上
保
安
官
の
約
７
割
を
占
め
、
卒

業
後
は
巡
視
船
艇
の
乗
組
員
な
ど
海
上
保
安
の
第
一

線
で
業
務
に
当
た
り
、能
力
と
適
性
に
応
じ
て
、潜
水

士
な
ど
特
殊
任
務
を
担
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
る
道

も
あ
り
ま
す
。

海
上
保
安
学
校
で
は
、
公
平
な
公
務
員
と
し
て
の

品
格
・
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
海
上
保
安
業
務
に
必
要

な
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ
、
心
身
の
鍛
錬
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
12
月
時
点
で
は
18
歳
か
ら
25
歳
※

ま
で
の
約
６
０
０
人
が
全
寮
制
で
寝
食
を
共
に
し
な
が

ら
、さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
や
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。
寮

生
活
は
１
室
12
名
で
、
６
時
30
分
の
起
床
に
始
ま
り
、

小型船の背後に浮かぶのは練習船「みうら」（約3,000t)

小型船舶操縦士の資格取得のための
実習を行います。巡視船の搭載艇な
どの操船にも活かされます。

小型実技

シミュレーターを使用し、レーダーによる他船との
衝突危惧の判断、適切な警報等の設定など、航海
当直の技能訓練を行います。

R　A　S
▶船舶運航システム課程・航海コース

実際にエンジンを稼働させたり、分解して、機械
の仕組みや限られた環境下での修理法などを学び
ます。

内燃実習
▶船舶運航システム課程・機関コース

食事は過酷な現場の楽しみであり、健康を保つ重
要な要素。栄養学や献立づくりなどの座学に始ま
り、実際に調理も行います。

調理実習
▶船舶運航システム課程・主計コース

▶全課程

実際に行われている

授業・訓練の
一部を紹介！！

練習船「みうら」に乗船
し、実際に航海しながら
巡視船業務に即した実
習を行います。

乗船実習
▶全課程

JAPAN COAST GUARD SCHOOL
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訓
練
や
授
業
に
取
り
組
む
真
剣
な
ま
な
ざ
し
、
キ
ビ

キ
ビ
と
し
た
身
の
こ
な
し
か
ら
は
、
す
で
に
海
上
保
安

官
と
し
て
の
自
覚
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
厳
し
い
全
寮
生

活
や
訓
練
に
つ
い
て
、
ま
た
海
上
保
安
官
を
目
指
し
た

理
由
や
将
来
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

―
海
上
保
安
官
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

◦
得
意
の
科
学
系
分
野
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
調
べ
る

中
で
海
上
保
安
学
校
の
海
洋
科
学
課
程
を
知
り
ま

し
た
。
海
上
汚
染
や
西
之
島
誕
生
な
ど
の
新
し
い
事

象
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
い
で
す
。

◦
中
学
生
の
頃
か
ら
海
上
保
安
官
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

高
校
３
年
の
時
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
決

意
が
固
ま
り
、
予
備
校
を
経
て
入
学
し
ま
し
た
。

◦
私
が
入
学
し
た
の
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
た
め
で
す
。

民
間
の
航
空
会
社
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
海
上
保
安

庁
に
は
ヘ
リ
や
小
型
機
が
活
躍
し
、
学
校
に
は
航
空

課
程
が
あ
る
こ
と
を
知
り
入
学
を
希
望
し
ま
し
た
。

◦
父
が
公
安
系
の
仕
事
で「
い
つ
か
は
自
分
も
」と
漠

然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
警
備

の
仕
事
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、尖
閣
諸
島
問

題
や
東
日
本
大
震
災

な
ど
が
あ
り
、
海
上
保

安
官
に
な
る
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

◦
私
も
東
日
本
大
震

災
の
影
響
は
大
き
か
っ

た
で
す
。
海
の
怖
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
海
上
保
安

庁
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
特
に
災
害
時
の

情
報
の
重
要
性
を
実
感
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
を

選
び
ま
し
た
。

◦
同
じ
く
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
で
す
。
海
上
保

安
官
の
活
躍
を
テ
レ
ビ
な
ど
で
見
て
、
人
を
助
け
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
入
学
し
て
み
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

◦
あ
え
て
辛
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
る
な
ら
プ
ー
ル
で
の

水
泳
授
業
で
す
。
楽
に
泳
ぐ
方
法
を
指
導
い
た
だ

き
、
３
㎞
を
泳
ぎ
き
り
ま
し
た
。
5.6
㎞
を
泳
ぐ
遠
泳

訓
練
以
上
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

◦
自
分
は
そ
の
遠
泳
訓
練
が
苦
い
思
い
出
で
す
。
体
力

に
は
自
信
が
あ
り
、
泳
ぎ
も
苦
手
で
は
な
い
の
で
す

が
、低
体
温
症
に
な
り
完
泳
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。た

だ
、
海
の
怖
さ
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
貴
重
な

経
験
で
し
た
。

―
全
寮
制
の
団
体
生
活
に
つ
い
て
の
感
想

◦
私
は
実
家
で
何
も
し
な
い
方
だ
っ
た
の
で
、慣
れ
る
の

に
１
カ
月
位
か
か
り
ま
し
た
。
シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ

の
順
番
待
ち
が
大
変
で
し
た
。

◦
何
を
す
る
に
も
時
間
が
タ
イ
ト
で
大
変
で
し
た
。
今

は
す
っ
か
り
慣
れ
て
時
間
内
に
で
き
る
の
で
す
か
ら

不
思
議
で
す
。

◦
慣
れ
る
と
楽
し
い
で
す
。
自
由
時
間
に
同
期
で
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
、悩
み
を
先
輩
に
相
談
し
た
り
、女

子
学
生
は
皆
結
束
も
固
い
で
す
。

◦
船
内
生
活
の
訓
練
と
思
え
ば
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
雑

務
を
全
て
自
分
で
や
る
の
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
も
活

航海コース49期（23歳）／機関コース49期（20歳）
／主計コース49期（24歳）／航空課程15期（20
歳）／情報システム課程24期2年（24歳）／海洋
科学課程25期（20歳）　

か
せ
ま
す
し
、
何
よ

り
親
の
あ
り
が
た
み

を
実
感
し
ま
し
た
。

◦
親
に
生
活
態
度
が

良
く
な
っ
た
と
褒
め

ら
れ
ま
す（
笑
）。
休

日
に
実
習
で
学
ん

だ
料
理
を
実
家
で

作
っ
た
と
こ
ろ
、
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

―
将
来
の
目
標
に
つ
い
て

◦
潜
水
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
前
に
知
識
や
会
話
力
に

磨
き
を
か
け
、
安
全
指
導
な
ど
に
も
関
わ
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
船
と
接
す
る
機
会
も

増
え
る
と
思
う
の
で
、
英
語
力
も
身
に
付
け
た
い
で

す
。

◦
ま
ず
は
現
場
で
三
級
海
技
士
を
取
れ
る
よ
う
、知
識・

技
能
を
極
め
た
い
で
す
。
そ
れ
と
、
ま
だ
女
性
が
少

な
い
職
場
な
の
で
、コ
ツ
コ
ツ
と
成
果
を
残
し「
女
性

に
も
で
き
る
」こ
と
を
実
証
し
た
い
で
す
。

◦
海
洋
科
学
の
知
識
は
多
分
野
で
活
か
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
私
自
身
は
特
に
海
の
汚
染
調
査
や
環
境
保
全
に

関
す
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◦
主
計
士
と
し
て
経
理
や
船
舶
衛
生
な
ど
の
技
能
や
知

識
を
習
得
し
、
現
場
の
士
気
を
高
め
る
食
事
は
特
に

お
い
し
く
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
さ
ら
に

将
来
は
、
外
国
語
を
習
得
し
、
国
際
捜
査
官
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

● 海上保安学校ホームページ　http://www.kaiho.mlit.go.jp/school/index.html

食堂で一斉にと
る食事の風景。
食事時間はわず
か15分！

特集
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私
は
巡
視
艇
の
乗
組
員
と
し
て
、
警
備
救
難
な
ど
の

業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
、
ひ
と
た
び
海
で
事
件
・
事
故
が

発
生
す
る
と
昼
夜
を
問
わ
ず
現
場
に
出
動
し
、
そ
の
対

応
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
第
八
管
区
初
の
女
性
制
圧

指
導
員
と
し
て
、
訓
練
時
に
は
訓
練
メ
ニュ
ー
を
考
え
て

指
導
も
し
て
い
ま
す
。

海
上
保
安
官
に
つ
い
て
は
、
映
画「
海
猿
」で
そ
の
存

在
を
知
り
ま
し
た
。
当
時
警
察
官
の
仕
事
に
も
興
味
が

あ
っ
た
の
で
、海
を
舞
台
に
警
察
官
の
よ
う
な
仕
事
を
す

る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、
海
上
保
安
官
を
目
指
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。学
校
で
は
寮
生
活
を
通
じ
て
多
く
の
こ

と
を
得
ま
し
た
が
、現
場
に
赴
任
し
て
か
ら
は
自
分
の
親

と
同
世
代
、
そ
れ
以
上
の
方
と
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
こ
こ
で
礼
儀
や
マ
ナ
ー
な
ど
社
会
人
と
し
て
の

基
礎
が
養
わ
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
後
は
語
学

研
修
に
参
加
し
、
国
際
捜
査
官
を
目
指
し
て
業
務
に
励

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
海
上
保
安
官
を
目
指
す
方
に
伝
え
た
い
こ

と
は
、
定
め
た
目
標
へ
の
努
力
を
惜
し
ま
な
け
れ
ば
、
夢

は
必
ず
叶
う
と
い
う
こ
と
。
諦
め
ず
に
夢
を
実
現
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
私
も
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

尾上裕香 航海士補
（大阪府出身）

平成20年10月船舶運航シス
テム課程航海コース入学。卒
業後は第八管区舞鶴海上保安
部巡視船「だいせん」に配属。
現在は第八管区浜田海上保安
部巡視艇「やなかぜ」所属。

な
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

卒
業
後
、船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
お
よ
び
情
報
シ

ス
テ
ム
課
程
は
、
各
管
区
※

の
巡
視
船
艇
や
海
上
保
安

部
へ
配
属
さ
れ
、航
空
課
程
は
航
空
基
地
に
配
属
後
さ

ら
に
実
機
に
よ
る
資
格
取
得
訓
練
を
行
い
、
海
洋
科

学
課
程
は
本
庁
や
管
区
本
部
へ
配
属
さ
れ
ま
す
。い
ず

れ
も
一
定
期
間
現
場
で
業
務
を
経
験
し
た
後
、
選
抜

に
よ
っ
て
海
上
保
安
大
学
校（
広
島
県
呉
市
）の
特
修

科
に
進
み
、幹
部
職
員
と
な
る
道
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

昨
今
、
領
海
警
備
や
治
安
維
持
、
災
害
対
応
、
そ

し
て
最
近
で
は
新
島「
西
之
島
」誕
生
の
調
査
業
務
ま

で
、
各
場
面
で
海
上
保
安
官
の
必
要
性
が
再
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。
組
織
の
強
化
を
図
る
中
、
人
員
増
強

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
即
戦
力
と
な
る
人
材
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、わ
ず
か

１
～
２
年
と
い
う
短
期
間
で
海
上
保
安
官
に
不
可
欠

な
知
識
・
技
能
、
強
靭
な
心
身
、

生
活
力
や
連
携
力
な
ど
を
習
得

さ
せ
、
さ
ら
に
一
人
の
社
会
人

と
し
て
現
場
で
自
ら
学
び
成
長

す
る
力
を
育
む
教
育
機
関
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
海
上
保

安
学
校
が
担
う
役
割
は
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

課 程 期間 教育内容

船舶運航
システム
課程

航海コース

機関コース

主計コース

航空課程

情報システム課程

海洋科学課程

1年

2年

1年

巡視船等の運航を担当する航海士を育てるコース。操船技術およ
び航海計器の取り扱い等に関する基礎を習得します。

巡視船等の機関運転、整備を担当する機関士を育てるコース。船
舶用機関、燃料および電気機器等に関する基礎を習得します。

巡視船艇内において経理や調理を担当する主計士を育てるコー
ス。総務、経理補給業務および調理等に関する基礎を習得します。

海上保安庁の航空機のパイロットになるための知識・技能を習得
します。

情報通信・航海援助に関する知識・技能を習得します。

海洋に関する科学的調査を行い、航海の安全や防災、環境保全な
どに必要な情報提供（海図、HP等）を行うための知識・技能を習得
します。

※他にも海上保安官として必要な海上犯罪取締等の知識も習得します。
　（海洋科学課程を除く）

1年

海上保安学校で学ぶ4課程（3コース）

風
ふうこう

光明
め い び

媚な環境にある海上保安学校（京都府舞鶴市）

　  

※ 

全
国
を
11
の
ブ
ロ
ッ
ク（
管
区
本
部
）に

分
け
た
管
轄
区

卒業生
インタビュー

JAPAN COAST GUARD SCHOOL
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豪
雪
と
険
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
て

幹
線
道
路
の
交
通
を
守
り
続
け
る

湯
沢
維
持
出
張
所
は
、
北
陸
地
方
整
備
局

長
岡
国
道
事
務
所
に
属
す
る
４
つ
の
維
持
出

張
所
の
一
つ
。
日
本
海
側
と
首
都
圏
を
結
ぶ

産
業
・
経
済
を
支
え
る
広
域
幹
線
道
路
で
あ

る
国
道
17
号
の
新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
三

国
か
ら
同
県
南
魚
沼
市
竹
俣
ま
で
の
４
１・８

㎞
に
わ
た
る
区
間
の
維
持
管
理
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
こ
の
区
間
の
多
く
は
、急
峻
な
地
形

に
囲
ま
れ
た
山
岳
道
路
で
す
。

ま
た
こ
の
沿
線
は
、豪
雪
地
帯
と
し
て
も
知

ら
れ
、雪
崩
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き
な
ど

の
異
常
気
象
時
に
お
け
る
道
路
通
行
規
制
区

間
が
５
カ
所
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
湯
沢
維

持
出
張
所
長
の
長
澤
輝
は「
標
高
差
も
非
常
に

大
き
く
、南
魚
沼
市
か
ら
三
国
ト
ン
ネ
ル
ま
で

の
標
高
差
は
９
０
６
m
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
麓ふ
も
との
出
張
所
で
は
晴
天
で
も
、
監
視
カ
メ
ラ

で
確
認
す
る
と
山
の
上
は
雪
と
い
う
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
」と
語
り
ま
す
。
出
張
所
で
は
毎

日
、
監
視
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
映
像
や
気
象
情

報
な
ど
を
基
に
、除
雪
作
業
や
交
通
規
制
の
必

要
性
を
判
断
し
て
い
ま
す
。気
象
観
測
装
置
や

監
視
カ
メ
ラ
は
36
カ
所
に
設
置
さ
れ
、必
要
が

あ
れ
ば
道
路
情
報
板
な
ど
を
通
じ
て
、通
行
車

両
へ
直
ち
に
情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
す
。	

「
日
本
最
強
の
除
雪
部
隊
」の
秘
密
は

他
に
負
け
な
い
責
任
感
と
高
い
技
術
力

湯
沢
維
持
出
張
所
は
、二ふ
た
い居
、湯
沢（
湯
沢

情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
）、
塩
沢
の
三
つ
の
除
雪

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
有
し
て
い
ま
す
。
各
除
雪
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
民
間
の
委
託
業
者
が
受
け
持
ち

「
日
本
最
強
の
除
雪
部
隊
」
と
称
さ
れ
、
全

国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
は
大
き
く
二
つ
あ
る
の

で
は
と
長
澤
は
言
い
ま
す
。
一
つ
は
、
地
域
の

重
要
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
17
号
を
守
っ
て

い
る
と
い
う
責
任
感
と
高
い
士
気
を
持
ち
、過

去
の
度
重
な
る
豪
雪
で
も
確
実
に
道
路
交
通

を
確
保
し
て
き
た
実
績
で
す
。

「
い
よ
い
よ
降
雪
の
時
季
が
来
る
と
、
除
雪

車
両
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
空
を
見
上
げ
な
が

ら『
自
分
た
ち
の
出
番
だ
！
』と
活
気
づ
い
て

い
る
の
が
分
か
り
ま

す
。
他
に
絶
対
負
け

な
い
と
い
う
責
任
感

や
使
命
感
を
持
っ
て

除
雪
作
業
に
あ
た
っ

て
お
り
、
ま
さ
に
日

本
最
強
だ
と
思
い
ま

す
。
も
う
一
つ
の
理

由
は
、
技
術
面
で
腕

利
き
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
」

（
長
澤
）

機
械
担
当
の
専
門
官	

大
﨑
智
は
、
湯
沢
維

持
出
張
所
に
は
、常
に
そ
の
時
々
の
最
高
の
機

械
が
投
入
さ
れ
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
最
高
の
技

術
で
応
え
て
き
た
と
明
か
し
ま
す
。

「
除
雪
機
械
を
開
発
す
る
技
術
者
の
間
で
は

『
湯
沢
で
使
え
れ
ば
ど
こ
で
も
使
え
る
』
と
言

わ
れ
て
お
り
、実
際
に
試
作
車
両
が
投
入
さ
れ

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
現
場

で
ベ
テ
ラ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
使
用
し
て
み

て
、
問
題
が
あ
れ
ば
メ
ー
カ
ー
に
伝
え
て
、
さ

ら
に
改
良
す
る
と
い
う
技
術
革
新
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
」（
大
﨑
）

湯沢維持出張所の管理区間

業
務
密
着

ル
ポ
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除雪ステーションから出動する除雪車

冬の湯沢維持出張所

道路情報管理室には監視カメラの映像や管理区間の情報が集まる。

12

世
界
で
も
ま
れ
な
豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
新
潟
県
湯
沢
町
。国
道
17
号
沿

線
の
中
で
も
急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
な
山
岳
地
帯
を
越
え
て
行
く
こ
の
エ
リ
ア
は
、日
本
海
側
と

首
都
圏
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
す
。今
回
は「
日
本
最
強
」と
称
さ
れ
る
除
雪
部

隊
を
持
つ
北
陸
地
方
整
備
局 

長
岡
国
道
事
務
所 

湯
沢
維
持
出
張
所
の
冬
期
交

通
確
保
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、雪
国
で
の
道
路
管
理
の
現
場
を
紹
介
し
ま
す
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE 43

北
陸
地
方
整
備
局 

長
岡
国
道
事
務
所

湯
沢
維
持
出
張
所

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
の
幹
線
道
路
は

日
本
最
強
の
除
雪
部
隊
が
守
る

道路情報管理室には監視カメラの映像や管理区間の情報が集まる。
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除
雪
車
や
消
雪
パ
イ
プ
な
ど
の
機
械
・
設

備
管
理
を
手
掛
け
る
大
﨑
が
、
日
頃
最
も
心

掛
け
て
い
る
の
は「
壊
れ
な
い
」「
万
が
一
壊
れ

て
も
す
ぐ
に
直
せ
る
」体
制
を
整
え
て
お
く
こ

と
だ
と
語
り
ま
す
。

「
万
が
一
、除
雪
中
に
故
障
し
た
ら
作
業
が

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
地
域

や
企
業
の
皆
さ
ま
な
ど
、
国
道
17
号
を
利
用

す
る
全
て
の
方
々
の
生
活
や
活
動
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
」

そ
れ
だ
け
に
、
除
雪
機
械
の
整
備
で
一
番

大
事
な
の
は
夏
場
だ
と
大
﨑
は
強
調
し
ま
す
。

雪
の
降
る
時
季
に
な
っ
て
、
い
ざ
出
動
と
い
う

時
に
問
題
が
発
見
さ
れ
た
の
で
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
雪
の
な
い
夏
の
間
に

い
か
に
補
修
・
整
備
し
て
お
く
か
が
、
冬
の
安

全
か
つ
確
実
な
除
雪
作
業
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
例
え
ば
除
雪
車
の
タ
イ
ヤ
は
、
車
両
自

体
の
重
み
と
除
雪
用
の
太
い
チ
ェ
ー
ン
で
シ
ー

ズ
ン
終
わ
り
に
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
の
で
、
そ

う
し
た
傷
ん
だ
箇
所
の
点
検
や
交
換
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
除
雪
作
業
に
危
険
な
箇
所
の

チ
ェッ
ク
も
夏
場
に
念
入
り
に
行
い
ま
す
」

も
ち
ろ
ん
夏
場
に
は
夏
場
の
道
路
維
持
作

業
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
機
械

メ
ー
カ
ー
と
や
り
と
り
す
る
な
ど
、
冬
に
向
け

て
除
雪
機
械
担
当
は
気
を
抜
く
暇
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
大
﨑
が
一
番
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
が「
あ
り
が
と
う
」の
声
を
聞
く
と
き
で
す
。

「
地
域
の
方
や
ド
ラ
イ

バ
ー
が
、
現
場
で
声
を
掛

け
て
く
れ
ま
す
。
中
に
は

わ
ざ
わ
ざ
出
張
所
に
電

話
を
か
け
て
ね
ぎ
ら
っ
て

く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
そ

う
い
う
時
は
、
や
は
り
こ

の
仕
事
を
し
て
い
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
」

夏
場
の
徹
底
し
た
機
械
整
備
が

除
雪
シ
ー
ズ
ン
本
番
で
の

安
全
に
つ
な
が
る

専
門
官
　大
﨑 

智

四
十
谷
は
、
技
術
者
と
し
て
今
年
で
入
省

５
年
目
。
湯
沢
砂
防
事
務
所
を
振
り
出
し
に
、

立
山
な
ど
の
砂
防
事
務
所
を
経
て
、
平
成
28

年
４
月
か
ら
湯
沢
維
持
出
張
所
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。道
路
の
除
雪
を
担
当
す
る
の
は
初
め

て
で
す
が
、砂
防
事
務
所
で
の
経
験
を
通
じ
て

得
た
山
岳
の
防
災
知
識
を
、
雪
崩
防
止
な
ど

の
面
で
活
か
せ
る
の
で
は
と
、
所
内
か
ら
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
に
異
動
し
て
く
る
時
に『
湯
沢
は
除

雪
の
メ
ッ
カ
だ
か
ら
頑
張
れ
』
と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
だ
若
く
経
験
も
浅
い
の
で
、現
場

の
方
々
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
が
何
よ
り
も

大
事
だ
と
心
掛
け
て
い
ま
す
」

そ
の
た
め
に
四
十
谷
は
、
本
格
的
な
降
雪

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
こ
の
夏
の
準
備
期
間
を

通
じ
て
、
協
力
業
者
の
方
々
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
夏
場
に
舗
装

路
面
の
段
差
な
ど
も
直
し
て

お
か
な
い
と
、
除
雪
作
業
に
支

障
が
出
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
の
で
す
。

「
道
路
の
凸
凹
な
ど
は
、
雪

が
積
も
っ
て
か
ら
で
は
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
夏
場
に
万
全
の
準
備
を
し
て
お

く
こ
と
が
、確
実
に
除
雪
作
業
を
行
う
上
で
大

切
な
の
で
す
。
そ
こ
で
現
場
の
方
々
に
い
ろ
い

ろ
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
き
ち
ん
と
意
思

疎
通
が
で
き
る
信
頼
関
係
を
築
く
よ
う
に
努

め
ま
し
た
」

砂
防
事
務
所
時
代
に
土
石
流
が
発
生
し

て
、自
分
た
ち
が
造
っ
た
砂
防
堰え
ん
て
い堤

が
人
家
を

守
っ
た
時
に
感
じ
た
達
成
感
や
充
実
感
を
、今

度
は
湯
沢
の
除
雪
業
務
を
通
じ
て
目
指
し
た

い
と
、新
た
な
職
場
で
の
抱
負
を
語
る
四
十
谷

で
す
。

先
輩
た
ち
の
知
恵
や
経
験
に
学
び
な
が
ら

除
雪
を
通
じ
た
災
害
防
止
に

力
を
注
ぎ
た
い

管
理
第
二
係
長
　四あ

十い

谷た
に 

朋
子

普段のパトロールも重要な任務

過酷な除雪作業も夏場の整備が支える。

夏に行う除雪車の分解整備

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ
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機械も人も昼夜の区別なく
出動する。降りしきる雪の中、
除雪作業は続く。

連
日
の
除
雪
か
ら
雪
崩
パ
ト
ロ
ー
ル

豪
雪
災
害
の
救
援
ま
で
幅
広
く
活
躍

冬
の
降
雪
時
季
に
な
る
と
、
出
張
所
は
多

忙
を
極
め
ま
す
。
除
雪
業
務
を
担
当
す
る
管

理
第
二
係
長	

四あ

十い

谷た
に
朋
子
は
、
毎
日
夕
方
４

時
に
な
る
と
気
象
情
報
会
社
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
気
象
予
測
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
除
雪

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
者
に
連
絡
を
入
れ
ま
す
。

そ
の
作
業
指
示
を
基
に
、
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
作
業
車
両
が
出
動
す
る
の
で
す
。
除

雪
の
担
当
は
こ
こ
が
初
め
て
と
い
う
四
十
谷
は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
は
ベ
テ
ラ
ン
の
方
も
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、そ
う
い
う
方
々
に
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、よ
り
正
確
な
指
示
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
」と
、現
場
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
語
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
仕
事
は
、除
雪
業
務
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
雪
崩
パ
ト
ロ
ー
ル
も
災
害
防
止
の

重
要
な
任
務
で
す
。
過
去
に
雪
崩
の
あ
っ
た
箇

所
を
重
点
的
に
監
視
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
直

ち
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
こ

の
他
に
も
、
ト
ン
ネ
ル
内
に
発
生
す
る
つ
ら
ら

の
人
力
処
理
や
、
高
所
作
業
車
を
使
っ
た
道

路
標
識
に
積
も
っ
た
雪
の
除
去
な
ど
、
厳
し
い

自
然
環
境
下
で
の
地
道
な
作
業
が
降
雪
シ
ー

ズ
ン
を
通
じ
て
続
き
ま
す
。（
詳
し
く
は「
も
っ

と
知
り
た
い
」Ｐ
16	

〜
17
へ
）

ま
た
出
張
所
で
は
、
広
範
囲
に
わ
た
る
大

雪
に
備
え
、
新
潟
県
や
湯
沢
町
な
ど
の
自
治

体
や
関
越
自
動
車
道
を
管
理
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
東
日
本
と
の
連
携
会
議
を
通
じ
て
、
緊
急

時
に
は
助
け
合
う
体
制
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
の
関
東
で
の
大
雪
で
は
、
群
馬
県
、

埼
玉
県
に
除
雪
業

者
や
雪
崩
点
検

業
者
が
除
雪
の
支

援
に
出
動
し
ま
し

た
。「
日
本
最
強

の
除
雪
部
隊
」は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
道
路
交
通
の
確

保
を
力
強
く
支
え

て
い
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
に
湯
沢
維
持
出
張
所
長
に

着
任
し
た
長
澤
は
、入
省
以
来
、主
に
道
路
関

係
業
務
を
中
心
に
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
途

中
、
新
潟
県
道
路
建
設
課
に
出
向
す
る
な
ど
、

新
潟
県
の
業
務
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
経
験

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
県
の
関
係
各
所
に

知
り
合
い
が
多
く
、仕
事
で
は
そ
う
し
た
方
々

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
、関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
が
で
き

る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
調
整
し
て
き
ま
し
た
。

厳
し
い
現
場
の
責
任
者
を
務
め
る
上
で
、地
域

行
政
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
は
大
き
な
財
産

で
す
」

出
張
所
長
と
し
て
長
澤
が
心
掛
け
て
い
る

の
が
、現
場
で
除
雪
作
業
・
雪
害
対
応
に
あ
た

る
協
力
業
者
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
、
広
く

外
部
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

「
冬
で
も
お
店
に
商
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
よ

う
に
、道
路
は
除
雪
さ
れ
て
い
る
、こ
の『
当
た

り
前
』の
た
め
に
、正
月
も
休
ま
ず
24
時
間
体

制
で
国
道
17
号
の
安
全
・
安
心
な
冬
期
交
通

の
確
保
に
取
り
組
む
人
た
ち
が
い
る
の
で
す
。

本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
」。
そ
の
一
方

で
、
出
張
所
職
員
も
適
切
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に『
冬
期
道
路
管
理
に
関
す
る
勉
強
会
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
専
門
家
を
講

師
に
招
い
て
、雪
崩
の
経
験
談
や
現
場
で
の
身

の
守
り
方
な
ど
も
含
め
た
実
践
的
な
知
識
を

学
び
ま
す
。

「
地
域
や
国
道
17
号
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ

ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
頼
り
に
な

る
協
力
業
者
の
方
々
や

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

こ
の
冬
を
し
っ
か
り
と

乗
り
切
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

24
時
間
体
制
で
除
雪
作
業
・
雪
害
対
応
に

取
り
組
む
人
た
ち
の
頑
張
り
を

知
って
も
ら
い
た
い

湯
沢
維
持
出
張
所
長

　長
澤 

輝

埼玉県での除雪支援

平成26年 関東の大雪での除雪支援

群馬県での除雪支援
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除雪機械
大
量
に
積
み
上
が
っ
た
雪
も

力
自
慢
の
排
雪
車
両
な
ら
大
丈
夫

●
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
／
雪せ

っ
庇ぴ

処
理
車

本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
繰
り
返

し
除
雪
が
行
わ
れ
る
と
、
路
肩
に
大
量
の
雪
が

積
み
上
げ
ら
れ
ま
す
。

豪
雪
地
帯
で
は
、
路
肩
に
積
み
上
げ
ら
れ
た

雪
も
交
通
の
妨
げ
に
な
る
の
が
悩
み
の
種
。
人

の
力
で
は
手
に
お
え
な
い
大
量
の
雪
は
、機
械
の

力
で
効
率
よ
く
取
り
除
き
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
は
、
前
部
に
取
り
付
け
た

「
オ
ー
ガ
」と
呼
ば
れ
る
鋤（
す
き
）の
よ
う
な

刃
で
積
み
上
が
っ
た
雪
を

か
き
込
み
、「
ブ
ロ
ア
」

と
い
う
扇
風
機
の
よ
う
な

羽
の
力
で
雪
を
ね
ら
っ
た

所
に
吹
き
飛
ば
し
て
い
き

ま
す
。

山
間
部
で
は
、斜
面
か

ら
道
路
に
覆
い
か
ぶ
さ
る

雪が降りつづく中、ロータリ除雪車で路肩の雪を取り除く。

次の降雪に備えて、運搬排雪を行う。
雪が降りやんでも作業は続く。

除
雪
は
路
面
だ
け
で
は
な
い

ト
ン
ネ
ル
や
道
路
標
識
の
対
策
や

雪
崩
パ
ト
ロ
ー
ル
も
重
要
作
業

●
つ
ら
ら
処
理
／
冠
雪
・
雪
庇
処
理
／

　法の
り
め
ん面
点
検
車（
雪
崩
パ
ト
ロ
ー
ル
）

路
面
除
雪
の
他
に
も
、ト
ン
ネ
ル
内
に
で
き
た

つ
ら
ら
を
取
り
除
く
作
業
が
あ
り
ま
す
。
走
行

中
の
車
に
落
ち
た
ら
一
大
事
。
ま
た
、
道
路
情

報
板
や
道
路
標
識
、
斜
面
に
積
も
っ
た
雪
の
処

理
も
大
切
な
作
業
。
こ
れ
ら
は
機
械
の
力
も
借

り
ま
す
が
、
実
際
の
作
業
は
人
手
で
行
う
部
分

も
多
く
、大
変
な
作
業
で
す
。

トンネル内での人力に
よる「つらら」処理

道路標識（写真上）やスノーシェッド
入口部（写真下）に積もった雪の人力による処理

機械で届かない斜面は人力によって
慎重に処理を行う。

雪崩パトロールでは法面点検車を使って雪崩の危険箇所に
異常がないか点検する。

よ
う
に
張
り
出
し
て
き
た
雪（
雪
庇
）が
、路
面

や
通
行
中
の
車
に
落
ち
て
く
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。雪
庇
処
理
車
は
、こ
の
張
り
出
し
を
切
り
落

と
し
て
通
行
車
両
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

安
全
に
通
勤
・
通
学
で
き
る
よ
う
に

●
歩
道
除
雪
車

降
雪
が
あ
る
と
歩
道
へ
の
積
雪
に
加
え
て
、

車
道
除
雪
に
よ
る
雪
も
歩
道
に
寄
せ
ら
れ
、
歩

行
者
の
通
行
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

歩
道
除
雪
を
行
っ
て
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を

確
保
し
ま
す
。

ロータリ除雪車

雪庇処理車

つらら処理

冠雪処理

雪庇処理

法面点検車（雪崩パトロール）

通勤・通学に間に合うように、早朝からの歩道除
雪を行っている。除雪された歩道を通学する小学生
（写真上）

歩道除雪車
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新
潟
県
内
の
豪
雪
地
帯
を
貫
く
国
道
17
号
。こ
の
道
を
雪
か
ら
守
る
の
が
、

「
日
本
最
強
」と
称
さ
れ
る
湯
沢
維
持
出
張
所
除
雪
部
隊
。そ
こ
で
今
回
は
、

除
雪
の
方
法
と
と
も
に
、彼
ら
の
頼
も
し
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
除
雪
機
械
を

紹
介
し
ま
す
。

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
道
路
を
守
る

最
強
除
雪
機
械
を
一
気
レ
ビ
ュ
ー
！

除雪機械

Vol.05

ヘアピンカーブ区間も、素早く正確な除雪作業により安全が
確保される。

ま
ず
は
転
ば
ぬ
先
の
杖

路
面
凍
結
防
止
剤
を
ま
い
て

ス
リ
ッ
プ
を
防
ぐ

●
凍
結
防
止
剤
散
布
車

路
面
温
度
が
０
度
以
下
に
下
が
り
雪
や
水
が

凍
っ
て
し
ま
う
と
、
ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ
た
路
面
で

自
動
車
が
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
起
こ
す
危
険
が
あ

り
ま
す
。
凍
結
防
止
剤
散
布
車
は
、
タ
ン
ク
に

積
載
し
た
凍
結
防
止
剤
を
走
り
な
が
ら
散
布
し

て
路
面
凍
結
を
防
ぎ
ま
す
。

押
し
の
け
て
、な
ら
し
て
、

ま
た
押
し
の
け
る

道
路
除
雪
な
ら
お
ま
か
せ
の

定
番
ト
リ
オ

●
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
／
除
雪
グ
レ
ー
ダ
／

　除
雪
ド
ー
ザ

い
よ
い
よ
雪
が
積
も
り
だ
し
て
、路
面
の
積
雪

が
５
〜
６
㎝
以
上
に
な
る
と
走
行
も
危
険
に
。こ

こ
で
登
場
す
る
の
が
、定
番
の
除
雪
車
ト
リ
オ
。

除
雪
作
業
は
、
死
角
が
多
い
除
雪
車
の
操
作
、

さ
ら
に
降
雪
に
よ
る
視
界
不
良
の
中
で
の
作
業

と
な
る
た
め
、
安
全
に
は
非
常
に
神
経
を
使
い

ま
す
。

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
前
面
に

「
ス
ノ
ー
プ
ラ
ウ
」と
呼
ば
れ
る
大
き
な
雪
か
き

用
ブ
レ
ー
ド
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ス
ノ
ー
プ
ラ
ウ
で
路
面
に
積
も
っ
た
雪
を
、
道
路

の
端
に
押
し
の
け
て
い
き
ま
す
。

除
雪
グ
レ
ー
ダ
は
、
既
に
踏
み
固
め
ら
れ
凸

凹
に
な
っ
た
雪
で
も
、
車
体
に
取
り
付
け
ら
れ
た

ブ
レ
ー
ド
を
路
面
に
押
し
付
け
て
、
削
っ
て
取
り

除
け
る
の
が
特
長
で
す
。

除
雪
ド
ー
ザ
は
、

そ
の
名
の
通
り
、
雪

を
押
し
の
け
る
小
回

り
の
効
く
ブ
ル
ド
ー

ザ
で
、
交
差
点
な
ど

に
残
っ
た
雪
を
押
し

の
け
て
い
き
ま
す
。

スノーシェッド内に吹き込んだ大量の雪を処理

凍結防止剤散布車

除雪トラック

除雪グレーダ

除雪ドーザ
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平
成
28
年
５
月
に「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」※

と
し
て
北
海
道
出
身
の
三
ツ
野
さ
ん
が
高
千
穂

町
に
や
っ
て
き
た
。
高
千
穂
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

新
風
を
吹
き
込
む
べ
く
、
多
岐
に
渡
る
事
業
に

携
わ
っ
て
い
る
。「
地
元
の
方
た
ち
が
、
当
た
り

前
す
ぎ
て
気
付
い
て
い
な
い
こ
の
町
の
魅
力
な

ど
を
再
確
認
で
き
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
」と
語

る
。
高
千
穂
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
地
元
住
民

さ
な
が
ら
に
詳
細
・
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

移
り
住
ん
で
半
年
が
過
ぎ
、
地
域
に
も
う
ま
く

溶
け
込
め
て
い
る
と
言
う
。「
皆
さ
ん
が
温
か
く

迎
え
て
く
れ
て
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
。
任
期
中

に
は
、『
よ
そ
者
』の
視
点
を
活
か
し
て
私
に
し

か
で
き
な
い
足
跡
を
残
し
た
い
で
す
」と
三
ツ
野

さ
ん
は
何
度
も
口
に
し
た
。

大
自
然
の
産
物「
高
千
穂
峡
」、神
話
と
伝
説

の
ふ
る
さ
と
と
し
て
知
ら
れ
る
高
千
穂
町
。「
観

光
は
、ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
」と
企
画
観
光
課
の
佐
藤
さ
ん
は
言
う
。「
平

成
27
年
３
月
に
東
九
州
自
動
車
道
路（
大
分
か

ら
宮
崎
）が
開
通
し
、さ
ら
に
４
月
に
は
北
方
延

岡
道
路
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果
が

如
実
に
表
れ
て
、
同
年
に
高
千
穂
町
を
訪
れ
た

観
光
客
は
１
６
２
万
人
に
達
し
ま
し
た
」と
過

去
最
高
の
観
光
客
数
に
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ

た
。「
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
し
て
観
光
客

の
入
り
込
み
を
図
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。そ

の
た
め
に
、昼
間
は
ボ
ー
ト
で
近
づ
く
こ
と
が
で

き
る
高
千
穂
峡
の『
真ま

な

い
名
井
の
滝
』を
、夜
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た

り
、
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
に
も
対
応
で
き

る
高
千
穂
町
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
設

置
な
ど
を
し
て
、
観
光
客
数
年
間
２
０
０
万
人

を
目
指
し
た
い
で
す
。
観
光
産
業
に
潤
い
を
持

た
せ
、
町
が
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
」と
期
待
を
込
め
て
語
る
。

農
林
業
や
畜
産
業
が
主
産
業
で
あ
る
高
千

穂
町
は
、
町
内
で
の
就
業
の
選
択
肢
が
限
ら
れ

高千穂町企画観光課
観光振興係長
佐藤健次郎さん

高千穂町地域おこし協力隊
（まちづくり担当）
三ツ野寛人さん

晴れた日には色鮮
やかな世界が広が
り、雨の日には神秘
的な風情が漂うな
どさまざまな表情
を見せてくれる。

ボートに乗り、真名井の滝を見上げながら
大迫力の峡谷を楽しめる。

※　人口減少や高齢化などの進行が著しい地方において、地域外の人材を積極
的に受け入れ、地域ブランドや地場産品の開発 ･販売・PRなどの地域おこ
しの支援や、農林水産業への従事、住民への生活支援などの「地域協力活
動」を行ってもらい、その定住・定着を図ることで、地域力の創造を図ること
を目的とした制度。

高千穂峡

高千穂町観光協会が運営。高千穂牛
のコロッケなど高千穂の恵みを楽しめ
る。店内に設置している観光パンフ
レットは英語・中国語・韓国語版もあ
り、インバウンドにも対応している。

Cafe & Buffet ＧＯＫＯＫＵ
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ん
で
良
か
っ
た
』と
実
感

し
、
誇
り
に
思
え
る
よ

う
な
町
に
し
た
い
。神
話

に
基
づ
く
歴
史
環
境
を

活
か
し
た
高
千
穂
ら
し
い
町
に
し
た
い
」と
語
る
。

高
千
穂
町
は「
お
か
え
り
な
さ
い
日
本
の
ふ

る
さ
と 

神
都
高
千
穂
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、町
が

目
指
す
べ
き
目
標
や
将
来
像
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
方
針
で
あ
る「
高
千
穂
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
平
成
28
年
２
月
に
ま

と
め
た
。
ま
た
、住
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

見
識
と
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
有
識
者
を
招

い
て
の「
高
千
穂
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
開
催
や
、
熊
本
県
や
大
分
県
の
先
進
的
な
商

店
街
づ
く
り
と
し
て
評
価
の
高
い
街
へ
の
視
察

な
ど
を
行
い
、住
民
自
ら
が
考
え
進
め
る“
ま
ち

づ
く
り
”の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

高
千
穂
町
は「
日
本
神
話
」に
ゆ
か
り
の
あ
る

地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、“
神
々
が
住
む
町
”

と
呼
ば
れ
て
い
る
。太
陽
神
で
あ
る
天

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神

が
お
隠
れ
に
な
っ
た「
天あ

ま
の
い
わ
と

岩
戸
」や
、
八や
お
よ
ろ
ず

百
万

の
神
々
が
集
ま
り
相
談
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

「
天あ

ま
の
や
す
か
わ
ら

安
河
原
」な
ど
数
多
く
の
神
話
の
舞
台
が

あ
る
。遠

く
古
い
に
し
えか

ら
の
神
話
を
大
切
に
伝
承
し
な
が

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、高
千
穂
町
役
場
建

設
課
の
藤
原
さ
ん
は「
観
光
客
の
皆
さ
ん
が『
来

て
良
か
っ
た
』と
実
感
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、

住
民
の
一
人
一
人
が『
こ
の
町
に
生
ま
れ
・
住

訪
れ
た
こ
と
は
な
く
て
も
、こ
の
風
景
を
見
た
こ
と
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
の
名

勝
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
高
千
穂
峡
」で
あ
る
。
太
古
の
昔
、
阿
蘇
火
山
活
動
で

大
量
に
噴
出
し
た
火
砕
流
が
五
ヶ
瀬
川
に
沿
っ
て
厚
く
堆
積
し
、 

そ
れ
が
急
激
に
冷
却
さ
れ
た

後
、
長
い
年
月
を
か
け
て
再
び
五
ヶ
瀬
川
に
よ
り
浸
食
さ
れ
、
柱
状
の
美
し
い
懸け

ん
が
い崖

な
Ｖ
字
峡

谷
が
形
成
さ
れ
た
。

高千穂町建設課 まちづくり推進係長
藤原和也さん

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第39回

宮崎県高千
穂町

たか　 ち　　ほ　ちょう



け
で
は
な
く
住
民
も
含
め
た
全
て
の
人
が
利
用

し
や
す
い
環
境
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
熱
く

語
る
。栗
原
さ
ん
の
天
岩
戸
地
区
に
つ
い
て
の
熱

心
な
想
い
に
引
き
込
ま
れ
る
。
地
元
愛
ゆ
え
か

と
思
え
ば
、
聞
け
ば
福
岡
県
か
ら
の
移
住
者
だ

と
い
う
。
移
住
者
だ
か
ら
こ
そ
気
付
く
こ
の
町

の
課
題
や
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
し
、
地
元
の

方
た
ち
と
共
に
大
き
く
発
展
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
そ
の
姿
か
ら
高
千
穂
町
の
明
る
い
未
来

が
見
え
て
き
た
。

　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

取
材
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、エ
メ
ラ
ル
ド
色

に
輝
く
五
ヶ
瀬
川
や
国
見
ヶ
丘
の
雲
海
を
拝
む

こ
と
は
で
き
な
っ
た
が
、
帰
路
の
途
中
、
天
照

大
神
が
岩
戸
か
ら
お
出
に
な
ら
れ
た
か
の
よ
う

に
雲
間
か
ら
一
条
の
光
り
が
差
し
た
。
そ
れ
は

ま
る
で
、
高
千
穂
の
神
々
が「
ま
た
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
」と
見
送
っ
て
く
れ
た

か
の
よ
う
だ
っ
た
。

本殿

夫
めおとすぎ
婦杉

2本の杉の幹がくっついている。 夫婦や恋人、友
人と手をつないで3回まわると縁結び・家内安全・
子孫繁栄の３つの願いが叶うという。

高千穂に伝承される神楽は、天照大神が天岩戸に
お隠れになられた折りに、岩戸の前で天

あまのうずめのみこと
鈿女命が

調子面白く舞ったのが始まりとされる。
毎年１１月の中旬から翌年の２月上旬にかけて各
村々で３３番の夜神楽を奉納して、秋の実りに感謝
し、翌年の豊穣を祈願する。
また、夜神楽の季節以外でも多くの方に夜神楽の
文化に触れていただきたいと、 夜神楽の一部を抜
粋した「高千穂神楽」を高千穂神社にて毎晩公開し
ている。（11/22・11/23のみ除く）

天岩戸を開く勇壮な舞「戸
と と り

取の舞」

高千穂神社境内の神楽殿で公開される
「高千穂神楽」

国見ヶ丘から望む「雲海」と「朝日」の共演。
気象条件がそろった時だけ拝むことができる。
まさに雲（うん）だめし！

高千穂神社

国見ヶ丘

高千穂の夜
よ か ぐ ら

神楽

20

て
お
り
、
就
業
や
進
学
を
契
機
に
若
者
が
町
外

へ
流
出
し
て
し
ま
う
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
状
況
を
打
破
す
べ
く
誕
生
し
た
の
が
、コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス「
四し

ご
つ

五
二
」※
で
あ
る
。
本
事
業

に
携
わ
っ
た
児
嶋
さ
ん（
当
時：企
画
観
光
課
）に

お
話
を
伺
っ
た
。「
起
業
家
を
誘
致
す
る
た
め
に

は
、金
銭
的
な
支
援
を
す
る
の
で
は
な
く
、働
く

場
所
や
起
業
し
や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

の
方
が
大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」。
そ

こ
で
高
千
穂
町
の
中
心
街
に
あ
っ
た
空
き
店
舗

を
利
活
用
し
て
、
低
コ
ス
ト
で
気
軽
に
利
用
で

き
る
ス
ペ
ー
ス「
四
五
二
」を
平
成
27
年
６
月
に

オ
ー
プ
ン
。
利
用
者
同
士
の
交
流
も
盛
ん
で「
先

日
も
一
年
近
く
四
五
二
を
利
用
し
て
い
た
方
が
、

新
た
に
町
内
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、み
ん
な

で
送
別
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の

方
を
講
師
に
招
き
、
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
朝

活
や
夕
活
を
開
催
す
る
な
ど
、
働
く
場
だ
け
で

は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
活

用
し
て
い
ま
す
」と
、と
て
も
嬉
し
そ
う
に
語
っ
た
。

高
千
穂
観
光
の
中
心
は
、高
千
穂
峡
や
高
千

穂
神
社
が
あ
る「
三
田
井
地
区
」と
、天
安
河
原

や
天
岩
戸
神
社
が
あ
る「
天
岩
戸
地
区
」の
二
つ

に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

天
岩
戸
地
区
に
は
、
そ
れ
ま
で
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
団
体
が
四
つ
存
在
し
て

い
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
ま
ち
づ
く
り
が
進
み

に
く
い
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
平
成
28
年
11
月

に「
天
岩
戸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」に
一
本
化

し
た
。
会
長
で
あ
る
栗
原
さ
ん
は「
延
岡
市
内

か
ら
車
で
一
時
間
ほ
ど
と
交
通
の
ア
ク
セ
ス
が

良
く
な
り
便
利
に
な
っ
た
反
面
、
短
時
間
の
滞

在
で
天
岩
戸
地
区
を
観
光
す
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
」と
懸
念
す
る
。「
天
岩
戸
神
社
に
は
西
本

宮
と
東
本
宮
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
の
は
天
岩
戸
を
お
祀
り
す
る
西
本
宮

で
、東
本
宮
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
天

岩
戸
か
ら
お
出
に
な
ら
れ
た
天
照
大
神
が
、
最

初
に
住
ま
わ
れ
た
場
所
を

お
祀
り
す
る
東
本
宮
に
も
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も

天
岩
戸
神
社
西
本
宮
・
東

本
宮
、
門
前
通
り
や
天
安

河
原
な
ど
の
周
遊
ル
ー
ト

を
整
備
し
て
、
観
光
客
だ

八百万の神々が相談され
たと伝わる場所。祈願に訪
れた人たちの手による無数
の積み石が、神秘的かつ幻
想的な雰囲気を一層引き
立てている。

本殿奥の御神木「七本杉」
９本に見えるが、７本根っこがつながっ
ている。崖ぎりぎりにあり危険なため立
入禁止であったが、平成26年8月に遊
歩道が完成した。

東本宮本殿

天岩戸まちづくり協議会
会長

栗原智昭さん

高千穂町農林振興課 
児嶋尚憲さん

（四五二オープン時：企画観光課）

オープン後

オープン前（空き店舗）

四五二の室内
横の戸棚は可動式で、複数のスペー
スをつなげて広く利用することもで
きるように工夫されている。

※　高千穂地方の方言：仕事＝「しごつ」
から名付けられた。

天岩戸神社 東本宮

天安河原

四
し

五
ご

二
つ

御利益は必勝・商売繁盛。全国から会社
経営者やスポーツ選手が訪れるという。八

は ち だ い り ゅ う お う す い じ ん じ ゃ

大龍王水神社



　国土交通省は日本政府観光局（JNTO）と共に、訪日外国
人旅行者数を2020年に年間4000万人とする目標の達成に
向け、内外の観光関係者による新たなネットワーク形成と、さ
らなる訪日旅行ビジネスの拡大を目的として、迎賓館を初めて
活用したビジネス交流会を平成28年11月に開催しました。
　交流会には、欧米やアジアを中心とした海外メディアや旅
行会社、外国人有識者などを含む、訪日観光を支えている
内外の関係者約200名もの方々に出席いただき、活発な意
見交換がなされました。海外の参加者からは「日本の関係者
と有意義な意見交換ができた。JNTOとも連携し、訪日旅行
商品の造成や販売を拡大していきたい」と改めて訪日旅行ビ
ジネスへの意欲を示していただきました。
　また、川井郁子氏によるヴァイオリンや榎戸二幸氏の箏曲、
地酒の提供、日本各地の観光地のVTR紹介など、迎賓館が
持つ雰囲気を活かしながら、和と洋が融合した日本独自の文
化や地域の魅力などを発信しました。参加者からは、迎賓館
という特別な施設を使用した格調高いレセプションへの評価
や、日本文化への理解が深まったなどの声が寄せられました。

　今回の交流会は、「明日の日本を支える観光ビジョン」（平
成28年3月政府発表）に盛り込まれた公的施設や文化財の
活用を図る「魅力ある公的施設の開放」の方針に基づき迎賓
館で開催しました。これをリーディングケースとして、今後、
公的施設や文化財を活用したイベントの開催が全国各地で図
られることが期待されます。

「『４０００万人』の実現に向けた訪日旅行ビジネス交流会」を開催
～迎賓館を初めて活用したビジネスネットワーキング交流会～

迎賓館赤坂離宮　本館

石井国土交通大臣の挨拶 朝日の間（天井絵画） 懇談する米国人ジャーナリスト エバレット・ブラウン氏
と国内観光関係者

内外の関係者同士による意見交換の様子 箏奏者　榎戸二幸氏による演奏　 地酒を楽しむ海外の参加者

えのき ど そうきょくふ  ゆき

～女性が活躍できる建設業 全国キャンペーン～
　建設業は住宅建築や社会資本の整備など、地域の経済・
雇用を支える基幹産業の一つです。しかし、人口減少、少
子高齢化時代到来の中で、建設業で働く高齢者の大量離
職の可能性など、このままでは深刻な担い手不足の懸念が
あります。これに対応するためには、建設業の職場や仕事
そのものの魅力を向上し、人々から選ばれる産業に成長し
なければなりません。特に、これまでの「男性の職場・仕
事」というイメージから脱し、広く女性にもアピールするこ
とで、女性からも職業選択の一つに加えてもらうことが重
要です。そこで建設業界をあげて「女性がもっと活躍でき
る建設業を目指すことは、男女問わず働きやすい産業にな
ること」という意識を共有し、職場環境の改善などに取り組
んでいます。

“おうちクラブ”結成
　国土交通省は、平成28年8月から建設業のイメージアッ
プと女性のさらなる活躍の推進キャンペーンを展開していま
す。このキャンペーンでは吉本興業グループに協力してもら
い、お笑いタレント「おかずクラブ」を中心にした“おうちク
ラブ”を結成し、全国で建設業のＰＲ活動を実施しています。

“おうちクラブ”名前の由来
　国民の皆さまにできるだ
け親しみやすい名前であり、
また、本キャンペーンの主
要キャラクターが「おかず
クラブ」に決定した経緯も
あり、このコンビ名に掛け
た名前が命名されました。
　なお、「おうち」とありま

すが、住宅建築に限ったということではありません。広く建

設業の女性活躍を応援しよう ！  女性だけでなく男性も含め
て、広く若い方々に建設業に振り返っていただきたい ！  と
の思いが込められています。

全国で活動中
　“おうちクラブ”キャンペーンで
は、吉本興業グループが持つ
ネットワークを活用して、京都国
際映画祭、日本女子博覧会など、
建設業とは直接関係のないイベ
ントにもブースを出展したり、吉
本興業の劇場でもチラシを配布
するなど、普段建設業に関わり
のない方々の目にも触れるような
広報活動を展開しています。
　また、おかずクラブ以外でも、
横澤夏子さんや、ゆりやんレトリィバァさんなど吉本興業グ
ループ所属タレントの皆さんもイベント会場に登場し、実際
に左官体験やかんな掛け体験をするなど、来場した方々へ
の建設業の魅力アピールに一役買っています。

女性が建設業で輝くために
　建設業での女性活躍を推進するために重要なことは、継
続的な働きかけと意識の変革です。　
　なお、このキャンペーンを通じて目指すことは、建設業で
働く女性はすごいということではありません。建設業で女性
が働くのは“あたりまえ”な社会になることを目指すことです。
　まだまだ始まったばかりで
すが、これからの取り組みに
どうぞご注目ください。

「おうちクラブ」結成記者会見（平成28年8月：よしもと∞（むげんだい）ホールにて）

京都国際映画祭の様子

左官体験ができる展示ブースもあり、
多くの方々に建設業をアピール。

検 索検 索建設女子全力応援　おうちクラブ
「おうちクラブ」ホームページはこちら ！

http://ouchi-club.com/

日本女子博覧会の様子

おうちクラブのグッズ

おうちクラブ
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